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埼
玉
県
議
会
２
月
定
例
会
が
２
月

20
日
開
会
し
、
２
０
１
７
年
度
の
一

般
会
計
予
算
を
は
じ
め
₄3
議
案
が
審

議
さ
れ
て
い
ま
す
。
会
期
は
３
月
2₇

日
ま
で
。
２
月
定
例
会
の
議
案
で
上

田
知
事
が
あ
げ
る
３
つ
の
特
長
や
、

日
本
共
産
党
県
議
団
と
し
て
と
く
に

重
視
し
て
い
る
問
題
に
つ
い
て
、
県

議
団
幹
事
長
の
村
岡
正
嗣
県
議
に
聞

き
ま
し
た
。

◇

　
　
　
　
　
　◇

一
般
会
計
予
算
は
総
額
１
兆
８
６

４
４
億
円
、
特
別
会
計
、
企
業
会
計

を
含
む
全
予
算
は
２
兆
７
３
７
１
億

円
と
な
り
ま
す
。

上
田
知
事
は
提
案
説
明
で
３
点
の

特
長
を
あ
げ
ま
し
た
。
第
１
は
、
人

口
構
造
の
変
化
へ
の
挑
戦
と
し
て
実

効
性
あ
る
少
子
化
対
策
を
強
調
し
て

い
ま
す
。
し
か
し
私
立
学
校
父
母
負

担
軽
減
の
拡
充
ぐ
ら
い
で
、
県
民
や

教
育
関
係
者
の
強
い
要
望
で
あ
る
少

人
数
学
級
の
拡
大
や
、
子
ど
も
医
療

費
無
料
化
の
年
齢
拡
大
は
含
ま
れ
て

い
ま
せ
ん
。
第
２
は
、
強
い
埼
玉
経

済
で
先
端
産
業
創
造
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

や
儲
か
る
農
業
づ
く
り
を
掲
げ
て
い

ま
す
が
、
こ
れ
ら
は
一
部
の
企
業
と

農
業
で
の
企
業
参
入
促
進
で
あ
り
、

本
県
経
済
を
支
え
る
す
べ
て
の
中
小

企
業
支
援
策
で
は
な
く
、
ま
た
中
山

間
地
農
業
や
営
農
意
欲
の
あ
る
す
べ

て
の
農
家
支
援
策
に
は
ほ
ど
遠
い
も

の
で
す
。
第
３
は
、
地
域
の
安
心
・

発
展
と
し
て
、
駅
の
ホ
ー
ム
ド
ア
設

置
補
助
制
度
を
あ
げ
て
い
ま
す
が
不

十
分
な
内
容
で
す
。

そ
の
一
方
で
、
ム
ダ
な
開
発
事
業

で
あ
る
「
八
ッ
場
ダ
ム
」
建
設
や

「
南
摩
ダ
ム
」（
栃
木
県
）
事
業
に

₇1
億
円
が
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。
県

単
事
業
で
あ
っ
た
重
度
心
身
障
害
者

へ
の
医
療
費
補
助
制
度
は
廃
止
さ
れ

た
ま
ま
で
す
。

県
民
の
く
ら
し
守
る
5
カ

年
計
画
を
│
共
産
党
修
正
案

本
定
例
会
で
は
２
０
１
７
年
度
～

２
０
２
１
年
度
の
向
こ
う
５
年
間
の

埼
玉
県
の
最
上
位
計
画
と
な
る
「
５

か
年
計
画
」
が
決
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
日
本
共
産
党
県
議
団
は
、
児
童

虐
待
や
介
護
認
定
、
学
力
調
査
な
ど

に
修
正
案
を
提
案
し
ま
し
た
。

議
員
提
案
で
は
、
山
岳
遭
難
に
か

か
わ
る
防
災
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
手
数

料
を
徴
収
す
る
た
め
の
条
例
改
正
が

提
案
さ
れ
ま
し
た
が
、
遭
難
者
は
救

助
方
法
を
指
定
で
き
る
わ
け
で
な

く
、
む
し
ろ
、
山
岳
遭
難
救
助
に
障

害
と
な
り
か
ね
ず
県
議
団
と
し
て
は

反
対
で
す
。
ま
た
県
議
会
議
員
の
費

用
弁
償
に
か
か
わ
り
、
定
額
支
給
か

ら
実
費
負
担
と
す
る
条
例
改
正
に
は

賛
成
で
す
。

埼
玉
県
の
行
っ
た
「
県
政
世
論
調

査
」
で
は
、
県
政
の
要
望
の
第
一
位

は「
医
療
サ
ー
ビ
ス
体
制
の
整
備
」、

第
二
位
は
「
高
齢
者
の
福
祉
の
充

職
員
給
与
費
の
さ
い
た
ま
市
（
５
１

７
９
人
対
象
）
へ
の
移
譲
に
伴
う
学

校
教
職
員
の
定
数
の
改
定
、
県
警
職

員
の
階
級
別
の
定
数
を
₆₄
人
増
や
す

た
め
条
例
の
一
部
改
正
で
す
。

代
表
質
問
や
一
般
質
問
が
終
わ

り
、
1₇
年
度
当
初
予
算
案
な
ど
の
集

中
審
議
は
、
予
算
特
別
委
員
会
で
３

月
９
日
よ
り
部
局
別
に
行
わ
れ
ま

す
。

２
月
定
例
会
で
は
、
条
例
関
係
が

10
件
提
案
さ
れ
て
い
ま
す
。
前
記
の

他
、
公
共
施
設
の
長
寿
命
化
な
ど
の

計
画
を
推
進
す
る
財
源
と
し
て
、
基

金
を
設
置
す
る
た
め
の
新
た
な
条
例

制
定
や
、
ま
た
県
費
負
担
だ
っ
た
教

民
主
県
政
の
会
は
３
月
2₈

日
午
後
、「
第
₇0
回
代
表
委

員
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

次
期
県
知
事
選
挙
ま
で
２

年
４
ヵ
月
。
民
主
県
政
の
会

で
は
選
挙
後
も
県
政
の
動
向

や
県
民
要
求
・
世
論
と
運

動
、
県
議
会
の
様
子
な
ど
会

議
で
議
論
す
る
と
と
も
に
、

加
盟
団
体
や
地
域
に
対
し
て

発
信
し
て
き
ま
し
た
。

３
月
の
代
表
委
員
会
で

は
、
日
本
共
産
党
柳
下
礼
子

県
議
団
長
が
２
月
定
例
会
の

議
案
審
議
と
日
本
共
産
党
の

質
問
な
ど
に
つ
い
て
報
告
し

ま
す
。
ま
た
村
岡
正
嗣
幹
事

長
が
昨
年
11
月
に
行
わ
れ
た

高
知
県
の
産
業
政
策
視
察
に

つ
い
て
報
告
し
ま
す
。
財
政

規
模
も
小
さ
な
高
知
県
で
す

が
、
県
知
事
、
職
員
、
県
民

が
い
っ
し
ょ
に
な
っ
て
産
業

振
興
に
取
り
組
ん
で
い
る
姿

が
見
え
て
き
ま
す
。
代
表
委

員
だ
け
で
な
く
、
各
団
体
や

地
域
の
み
な
さ
ん
に
も
参
加

を
呼
び
か
け
ま
す
。

■
日
時 

３
月
2₈
日
（
火
）

 

1₃
時
₃₀
分
開
会

■
場
所 

自
治
労
連
会
館
３

階

実
」
で
す
。
今
回
提
案
の
予
算
は
、

こ
う
し
た
県
民
の
声
に
応
え
る
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

一
般
会
計
予
算
１
兆
８
６
４
４
億
円

 

少
子
化
対
策
・
経
済
対
策
な　ど

た
だ
す

日
本
共
産
党
村
岡
正
嗣
県
議
に
聞
く

県議会
２月定例会

　県議会レクチャーと高知視察報告　
民主県政の会
第₇₀回代表委員会 団体・地域から参加を

条
例
改
正
は
10
件

県
警
職
員
増
員
な
ど
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２
０
１
２
年
夏
以
降
、
県
北
・
県

西
地
域
を
中
心
に
、
米
軍
横
田
基
地

所
属
の
Ｃ
１
３
０
輸
送
機
に
よ
る
低

空
・
編
隊
飛
行
が
繰
り
返
さ
れ
、
騒

音
被
害
や
墜
落
・
落
下
事
故
の
危
険

が
取
り
ざ
た
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
横
田
基
地
で
は
Ｃ
１
３
０

輸
送
機
か
ら
パ
ラ
シ
ュ
ー
ト
で
降
下

す
る
訓
練
＝
「
サ
ム
ラ
イ
サ
ー
ジ
」

が
実
施
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
飛
行

回
数
も
増
加
。
福
生
市
の
「
航
空
機

騒
音
調
査
」
に
よ
る
と
、
飛
行
回
数

は
２
０
１
５
年
度
で
１
万
１
８
９
５

回
。「
世
界
一
危
険
」
と
言
わ
れ
る

沖
縄
の
普
天
間
基
地
で
の
飛
行
回
数

１
万
１
１
０
５
回
を
上
回
る
も
の
と

な
り
ま
し
た
。

２
０
１
４
年
７
月
以
降
は
、
米
軍

横
田
基
地
、
厚
木
基
地
に
飛
来
す
る

米
海
兵
隊
の
Ｍ
Ｖ
22
オ
ス
プ
レ
イ

が
、
飯
能
市
、
日
高
市
上
空
を
通
過

す
る
様
子
も
目
撃
さ
れ
て
い
ま
す
。

昨
年
10
月
23
日
に
朝
霞
訓
練
場
で
開

催
さ
れ
た
陸
上
自
衛
隊
観
閲
式
で

は
、「
祝
賀
飛
行
」
と
称
し
て
オ
ス

プ
レ
イ
が
飛
来
。
所
沢
市
、
川
越

市
、
上
尾
市
、
さ
い
た
ま
市
、
朝
霞

市
な
ど
で
目
撃
さ
れ
て
い
ま
す
。

県
や
国
に
安
全
と
基
地

対
策
を
要
望

米
国
防
総
省
は
２
０
１
５
年
５
月

11
日
（
米
国
時
間
）、
横
田
基
地
に

Ｃ
Ｖ
22
オ
ス
プ
レ
イ
（
空
軍
仕
様
）

の
特
殊
作
戦
飛
行
隊
を
配
備
す
る
と

発
表
。
２
０
１
７
年
後
半
に
３
機
、

21
年
ま
で
に
残
り
の
７
機
を
追
加
す

る
予
定
で
す
。
横
田
基
地
に
Ｃ
Ｖ
22

オ
ス
プ
レ
イ
が
配
備
さ
れ
れ
ば
、
公

然
と
埼
玉
上
空
を
飛
ぶ
こ
と
は
必
定

で
す
。

埼
玉
県
平
和
委
員
会
で
は
、
オ
ス

プ
レ
イ
の
横
田
基
地
へ
の
配
備
撤
回

や
埼
玉
上
空
の
飛
行
中
止
な
ど
を
国

に
対
し
て
申
し
入
れ
る
よ
う
、
埼
玉

県
に
要
望
。
こ
れ
を
受
け
て
県
や
基

地
所
在
自
治
体
な
ど
で
構
成
さ
れ
る

埼
玉
県
基
地
対
策
協
議
会
は
、「
平

成
29
年
度
基
地
対
策
に
関
す
る
要
望

書
」
で
、
安
全
飛
行
の
徹
底
や
県
民

・
地
元
住
民
へ
の
十
分
な
説
明
な
ど

を
、
防
衛
省
・
外
務
省
に
要
望
し
ま

し
た
。
し
か
し
、
現
時
点
で
は
ま

だ
、
具
体
的
な
進
展
は
あ
り
ま
せ

ん
。千

葉
県
に
は
オ
ス
プ
レ

イ
の
整
備
拠
点
が

千
葉
県
の
陸
上
自
衛
隊
木
更
津
駐

屯
地
に
、
オ
ス
プ
レ
イ
の
整
備
拠
点

が
つ
く
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
問
題

と
あ
わ
せ
、
オ
ス
プ
レ
イ
の
問
題

は
、
埼
玉
を
含
め
首
都
圏
全
体
で
取

り
組
む
べ
き
課
題
に
な
っ
て
き
て
い

ま
す
。（
二
橋
元
長
・
埼
玉
県
平
和

委
員
会
事
務
局
長
寄
稿
）

埼
玉
県
教
育
委
員
会
は
、
２
０
１

６
年
３
月
に
「
魅
力
あ
る
県
立
学
校

づ
く
り
の
方
針
」（
以
下
「
方
針
」）

を
策
定
し
、
公
表
ま
し
た
。

そ
の
趣
旨
に
つ
い
て
「
方
針
」

は
、「
本
県
の
10
年
先
を
展
望
す
る

と
、
少
子
高
齢
化
や
生
産
年
齢
人
口

の
減
少
な
ど
に
よ
り
、
社
会
や
経
済

に
お
け
る
活
力
の
低
下
が
予
想
さ
れ

ま
す
。
…
〈
中
略
〉
…
こ
う
し
た

中
、
県
教
育
委
員
会
は
、
グ
ロ
ー
バ

ル
化
や
知
識
基
盤
社
会
の
進
展
、
産

業
構
造
の
変
化
な
ど
に
対
応
す
る
と

と
も
に
、
社
会
で
活
躍
す
る
た
め
の

汎
用
的
な
資
質
能
力
の
育
成
な
ど
を

目
指
し
た
今
後
の
県
立
学
校
の
教
育

の
針
路
を
示
す
た
め
…
」（
第
１
章

１
方
針
策
定
の
趣
旨
よ
り
抜
粋
）
と

し
て
い
ま
す
。

「
方
針
」
は
こ
の
よ
う
な
基
本
的

な
考
え
方
に
も
と
づ
き
、「
県
立
学

校
の
活
性
化
・
特
色
化
」（
第
３
・

４
章
）「
教
育
環
境
の
整
備
―
県
立

高
校
の
再
編
整
備
」（
第
５
章
）
と

し
て
、
施
策
の
方
向
性
を
示
し
て
い

ま
す
。

子
ど
も
達
の
成
長
発
達
を
後
景
に

追
い
や
る

特
に
第
５
章
で
は
「〈
前
略
〉
学

科
再
編
や
統
合
な
ど
に
よ
り
、
県
民

の
生
徒
、
保
護
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
え

る
特
色
あ
る
県
立
高
校
の
設
置
を
検

討
し
ま
す
。」「〈
前
略
〉
こ
の
た

め
、
適
正
規
模
を
下
回
る
学
校
に
つ

い
て
は
、
県
立
高
校
の
教
育
の
活
性

化
の
観
点
か
ら
、
地
域
性
を
考
慮
し

な
が
ら
近
隣
の
学
校
と
の
統
合
な
ど

に
よ
る
再
編
整
備
を
検
討
し
ま

す
。」
と
し
て
、
言
葉
は
濁
し
て
い

ま
す
が
、
高
校
統
廃
合
の
方
針
を
打

ち
出
し
て
い
る
の
で
す
。
要
す
る
に

「
方
針
」
は
、「
活
性
化
・
特
色

化
」
の
名
の
下
、
国
家
戦
略
を
に
な

う
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
育
成
に
シ
フ

ト
し
「
再
編
整
備
」
と
称
し
て
、
す

べ
て
の
子
ど
も
た
ち
の
個
人
と
し
て

の
成
長
発
達
の
保
障
を
後
景
に
追
い

や
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。（
次
号
に

続
き
ま
す
）

飯能市で目撃されたオスプレイ＝2014年7月21日

危険がいっぱい

埼玉の空
県内にも飛来するオスプレイ

飯能市・日高市でも目撃

高
校
統
廃
合
で
な
く
少
人
数
学
級
教

職
員
増
の
実
現
を

県
教
委
「
魅
力
あ
る
県
立
学
校
づ
く
り
」
を
批
判
す
る

●㊤

埼
玉
県
高
等
学
校
教
職
員
組
合

中
央
副
執
行
委
員
長

弘
津
次
久

－2－

民主県政の会ニュースはホームページからもご覧いただけます。http://www.saitama-minsyukensei.jp/


